
2003年出上の木簡
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跡
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面
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約
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万
ド
、
標
生局
は
約
讐
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ｍ
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ｍ
を
測
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〇
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よ
り
道
路

・
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宅
建
設
な
ど
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伴
い
、
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所
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査
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代
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ら
近
世
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合
遺
跡
で
あ
る
が
、
お
お
よ
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縄
文
時
代
中
期
か
ら
晩
期
ま
で
と
、
飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
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か
け
て

の
遺
構
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あ
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一
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調
査
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か
ら
南
東
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流
れ
て
お
り
、
深
さ
は
約
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〇
伽
、
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手
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下
手
で
幅
約
ニ
ー
三
ｍ
、
中
央
部
で
幅
約
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ｍ
を
測
る
。
こ
の

中
央
部
の
広
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
は
流
路
に
沿
っ
て
水
路
の
護
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・
分
流
の
た
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杭
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打
ち
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ま
れ
て
い
る
。
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、
Ｓ
Ｄ
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一
の
中
央
部
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広
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な
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た
部
分
よ
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出
土
し
た
。
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地
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・
人
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・
神
職
名
を
記
し
た
墨
書
土
器
、

斎
串
な
ど
の
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
は
工
点
出
上
し
た
。
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こ

い
ず
れ
も
杉
材
で
あ
る
。
ω
は
板
目
材
で
、
上
下
両
端
は
欠
損
か
。
習
書
簡

と
考
え
ら
れ
る
。
②
か
ら
⑪
ま
で
は
墨
痕
が
残
る
が
判
読
困
難
で
あ
る
。
②
の

左
辺
は
欠
損
か
。
③
の
左
辺
も
欠
損
か
。
い
の
上
端
は
欠
損
。
⑬
は
付
札
木
簡

さ

く

ら

ま

ち

富
山
・
桜

町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一昌
山
県
小
矢
部
市
桜
町
字
中
出

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
五
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
小
矢
部
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
本
淳

一
郎

・
伊
藤
隆
三

・
高
木
場
万
里

・
山
森
伸
正

林
　
浩
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

桜
町
遺
跡
は
、
小
矢
部
川
と
子
撫
川
の
合
流
部
西
側
に
あ
り
、
市
街
地
と
子



の
特
徴
を
も
つ
。
上
端
は
欠
損
。
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年
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